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平成 22 年度到達度・活動状況評価（口腔保健領域） 

 

１ 領域の評価 

≪ 評 価 ≫ 順 調 概ね順調 やや遅れ 遅 れ 

○ 13 の目標項目のうち、目標を 100％達成したもの（Ａ）が４項目、50％以上達成したもの（Ｂ）が 

４項目で、Ａ又はＢと判定された項目は全体の半数以上（61.5％）でした。 

○ 行政機関、主な関係機関・団体等の活動状況は全体で 93.9％となり、「計画どおり実施されている 

（１）」と判定されます。 

○ 到達度Ａ又はＢの項目が全体の半数を超え、活動状況も計画どおり実施されましたので、評価基

準に基づき、平成 22 年度時点における「口腔保健領域」の評価は「概ね順調」と判定されます。 

 

到 達 度 活 動 状 況 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
平均 

93.9％ 

１ 

計画どおり実施 ４ ４ １ ４ 

61.5％ 7.7％ 30.8％ 
 

 

２ 目標項目の動向 

№ 目標項目 

（★印：代表目標項目） 

基準値 

(H11) 

中間値 

(H17) 

実績値 

(H22) 

目標値 

(H22) 

到達度 判定 活動状況 

≪環境づくりに関する目標項目≫ 

1 市町村における総合健康診査に

おける歯周病検診実施率の増加 
H10)57.6% H15)81.0% H21)60.0% 100% 5.7 Ｃ 

 

≪行動に関する目標項目≫ 

2 ★成人の喫煙率の減少(再掲) H11)26.1% H16)23.5% H21)21.8% 20%未満 69.4 Ｂ 91.3％ 

3 幼年期における親に仕上げ磨き

を受ける者の割合の増加 
H11)70.0% H16)65.5% H21)66.2% 90%以上 ▲19.0 Ｄ  

4 幼年期におけるフッ素塗布を受けた

ことのある者の割合の増加（3歳児） 
H5) 39.6% － H21)72.3% 50%以上 373.1 Ａ  

5 幼年期・少年期におやつとして甘

いものをとる回数が 2 回/日以下

である者の割合の増加 

H11)73.7% H16)86.0% H21)88.6% 90%以上 91.4 Ｂ  

6 15 歳以上における歯間清掃用具

を使用する者の割合の増加 
H11)26.0% H16)13.0% H21)17.6% 50%以上 ▲35.0 Ｄ 

 

7 15 歳以上における年 1 回定期検

診を受けている者の割合の増加 
H11)15.5% H16)20.2% H21)23.0% 30%以上 51.7 Ｂ 

 

≪状態（健康水準）に関する目標項目≫ 

8 幼年期・少年期に

おけるむし歯を持

たない者の割合の

増加 

1.6 歳児 H10)93.7% H16)96.0% H21)97.2% 95%以上 269.2   

★3 歳児 H10)48.4% H16)59.6% H21)69.9% 70%以上 99.5 Ｂ 98.0% 

12 歳児 H11)26.4% H16)45.7% H21)57.8% 50%以上 133.1   

9 ★12 歳児における 1 人平均むし

歯の本数の減少 
H11)2.98 歯 H16)1.91 歯 H21)1.36 歯 1.5 歯 109.5 Ａ  
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10 ★中年期における 24 歯以上有す

る者の割合の増加 
H11)42.0% H16)42.2% H21)56.9% 50%以上 186.3 Ａ 

92.4% 
11 ★高年期における 20 歯以上有す

る者の割合の増加 
H11)11.8% H16)17.9% H21)40.5% 20%以上 350.0 Ａ 

12 
重度歯周病(CPI3

以上)に罹ってい

る者の割合の減少 

15-24 歳 H11) 2.5% H16)10.0% － 2% － 
Ｄ 

平均 
▲59.6 

 

25-44 歳 H11)29.6% H16)23.0% H21)23.5% 26% 169.4  

45-64 歳 H11)38.4% H16)50.3% H21)51.1% 34% ▲288.6  

13 高年期で何でも噛んで食べるこ

とができる者の割合の増加 
H18)63.6% － H21)53.4% 70%以上 ▲159.4 Ｄ 

 

データ出典：№1 8020 白書（Ｈ10、県歯会）、北のくに健康づくり推進会議「市町村歯科保健調査」（Ｈ15、県健康国保課） 

市町村歯科調査・増進事業補助金実績報告（Ｈ21、県健康国保課） 

№2～№3, №5～№7,№10～№13 県民生活習慣実態調査（Ｈ11、Ｈ16、Ｈ21、県健康国保課） 

№4 歯科疾患実態調査(Ｈ5), 県民生活習慣実態調査（Ｈ21、県健康国保課） 

            №8 （1.6 歳児、3歳児） 歯科健康診査実施状況調べ（Ｈ10、Ｈ16、Ｈ21、児童家庭課） 

№8(12 歳児)・№9 学校保健統計調査（Ｈ11、Ｈ16、Ｈ21、教育委員会、県歯科医師会） 

 

 

３ 関係機関・団体の活動状況に関する評価 

区分 具体的取組み 
目標項目の 

活動状況 

具体的取組の活動状況 

 県・保健所 市町村 関係機関等 

成人の喫煙率

の減少（再掲） 

喫煙と健康に関する普及啓発及び相談 

91.3% 

 

87.0% 100% 94.1% 73.1% 

飲食店等禁煙・分煙店の増加推進 23.0% 100% 5.9% 16.7% 

公的施設及び企業・事業所における受
動喫煙防止対策の推進 

69.6% 100% 76.5% 50.0% 

禁煙外来の周知 47.8% 77.8% 50.0% 34.6% 

医療機関等と連携した効果的な禁煙サ
ポート事業の推進 

15.9% 22.2% 11.8% 19.2% 

保健衛生指導者へ禁煙支援マニュアル
の周知 

33.3% 55.6% 44.1% 11.5% 

３歳児のむし

歯のない者の

増加 

 

12 歳児の一人

平均むし歯の

本数の減少 

歯と口の健康について普及啓発 

98.0% 

96.0% 100% 100% 75.0% 

乳幼児歯科健診及び健康相談の実施 82.0% 44.4% 100% 37.5% 

学校歯科健診の実施・事後指導徹底 72.7% － 70.6% 100% 

う蝕ハイリスク者に対する取組 62.0% 11.1% 79.4% 50.0% 

フッ化物局所応用法による予防対策 74.0% 66.7% 82.4% 37.5% 

食育や喫煙防止教育と連携した取組 70.0% 88.9% 67.6% 62.5% 

中年期で 24
歯以上有する
者の割合の増

加 

高年期で 20
歯以上有する

者の増加 

歯科健康教育及び健康相談の実施 

92.4% 

71.6% 66.7% 91.2% 45.8% 

歯科検診及び保健指導の実施 62.1% 44.4% 100% 13.0% 

歯周病検診の実施・受診の普及啓発 61.2% 33.3% 82.4% 41.7% 

禁煙・生活習慣病と連携した取組 59.1% 77.8% 67.6% 39.1% 

口腔ケア等の普及啓発・プログラム 65.7% 77.8% 85.3% 33.3% 

※代表目標項目に対する活動状況は、具体的取組項目を 1項目でも実施していれば、活動ありとして算出 
 


